らしく、 そして それ 以上に は 狂暴になる らし くもなく ■ 

ただ じっと 相手の 顔 を 見詰めて いる だけであった。 と 

きどき 静かに 頭 を 振りながら。 

3 

鉄管 工場の 経営者 側に とって は、 もっとも いい 機会 

が やって来た。 なんら そのき つかけ になる 事件がない 

だけで 追放す る ことので きずに いた 人間が、 狂暴な 発 

作 を 起こす ようにな つたので あるから。 

吉本は 人事 係の 前に 呼び出された。 



麻の 白 服 をす つかり インク だらけに されて、 人事 係 

は うろたえながら 言つ た。 

しかし、 吉本 にして は 決して 冗談ではなかった の だ。 

彼 は 静かに 頭 を 振りながら、 怪訝そう な 目で じっと 相 

手の 顔 を 見詰めて いるので あった。 

そしてと にかく、 吉本は 幾らかの 金 を 貰って その 鉄 

管 工場 を 追い出され ていった。 

4 

吉 本が 郊外のと ある 丘の 上に 永 峯の家 を 訪ねて いつ 



場の ほう を 追い出されて みると、 やはり 秋 川と 永峯の 

ところより ほかに は 訪ねて いくと ころもなかった。 

5 

青い 芝の 丘に 張り出され ている パルコ 二 ー の 上で、 

藤棚の 緑 を頰に 染ませ ながら 雅子は 毛糸の 編物 をして 

いた。 

「雅 子さん！」 

吉本は 庭から 声をかけた。 彼女 は ひどく 驚いて、 怪 

訝そう に 彼の ほう を 見た。 



吉本は 与えられた 椅子に 腰を下ろしながら、 そんな 

こと を 言った。 

「その 時 遊んで いつ てくだされ ばよ かったんで すのに 

…：- J 

彼女 はまた 顔を赧 くしながら 言った。 

「でも、 幸福そう だった からな。 あの ころ は、 ぼくが 

たか のぞ 

顔 を 出す の は 幸福な 小鳥の 巣 を 鷹が 視 くような もんだ 

と 思って、 そのまま 黙って 帰って しまったんで すが、 

そのお 陰で ぼく はすつ かリ 神経衰弱 にな つ てし まった 

んで すよ」 

「兄から 聞きました わ。 それ をお 聞きして、 わたし、 



まる うち 

永峯は それから 間もなく 帰って きた。 最近 丸 ノ内辺 

りの 会社に 勤め だしたら しい。 彼 は 白 麻の 背広 を かな 

ぐり すてながら、 慌て 気味に バルコニ — へ 出て きた。 

r 吉本！ や あ！」 

「や あ！」 

「ぼく はきみ に 合わせる 顔が なかつ たんだ。 よく 来て 

くれたね」 

永峯は ひどく 昂奮して 吉 本の 手 を 握った。 



の 言葉が 永峯に は、 一 つ 一 つ 皮肉に 聞こえて くるので 

あった。 

「 …… しかし、 ぼく も、 自分の 立場が 誤ってい ると い 

うこと だけ は 知ってい るんだ よ。 しかし どうに もなら 

な いんだ。 いまの ぼく 自身の 鏡で 世の中 を 映して いる 

ので はない ような 気がす るんだ。 …… これ をき み 流に 

言う と、 ぼく は ぼくの 周囲の 偽 映 鏡の 照り返し を 受け 

て それ を 反映して いる だけで、 自分の 映しと つた もの 

は 一 つと して 外面に 出して いないよ うな 気がす るんだ _ 

少なくとも いまのところ …… 」 

「その、 きみの 周囲の 偽 映 鏡って いうの、 いったいだ 



偽 映 鏡 も 甚だしい もんだ よ」 

「偽 映 鏡の 話 はよ そう。 雅 子さん の 前で 偽 映 鏡の 話 を 

する の はいけ ない」 

「あら、 わたしに 聞かされな いお 話なん です の？」 

「雅 子さん は 偽 映 鏡 を 知っています か？」 

吉本は 微笑みながら 言って、 磁 鉄製の 灰皿 をし きり 

に1^升ってぃた。 

「知っています わ。 あの、 変に 歪んで 映る 鏡なん で 

しょう？」 

「吉 本！ きみこ そ 偽 映 鏡に 取り 憑かれて いるん じ や 

ないか？ さっきから 偽 映 鏡の 話ば かりして いる じ や 



「こうして、 ぼくが、 いいかね？」 

「おい！ きみつ！」 

彼 は 永 峯の額 を 目が けて その 灰皿 を 打ち下ろ しなが 

ら 叫んだ。 

「こうして やる のさ！」 

「あつ！」 

永峯は そこへ どっかり と 倒れた。 彼 は その 頑丈な 磁 

鉄の 灰皿の ために、 前額部 を 完全に 割り 砕かれて いた _ 

r 吉 本さん！ あなた は …… あなた は …… 」 

雅子は 恐怖に 顫えながら 叫んだ。 

「雅 子さん！ あなた は、 あなたの いちばんに 愛して 



を 悲しみにまで 持って いくこと がで きずに いるの だ つ 

た。 

7 

前額部 を 割り 砕かれて 死んだ 永峯の 死体が 取 リ片づ 

けられる と、 吉本 はすぐ に 病院に 入れられた。 

彼の 発作的な 行動 は、 この 先 どんな こと をす るか 分 

からない からで ある。 —— そして 永 峯と吉 本と、 一 人 

は 死んで いき、 一人 は 病室の 中で 廃って いった。 

死んだ 者 は それでい い。 永峯の 苦悩と 恨みと、 彼の 



00 

空が 青く 冴えて いた。 

吉本は 長く 伸びた 髭の 中に 微笑 を湛 えて、 雅 子を迎 

えた。 

「どうなん です か？ その後 は …… 」 

雅 子は吉 本の 目 を 見詰めながら 言った。 彼の 目 は 

どくろ や がんか 

髑髏の ように、 痩せた 眼窩の 奥で 疲れて いた。 

「そろそろもう 治ろうと 思って いるんで す。 発作 を 起 

ばか まね 

こすなん て、 そんな 馬鹿らしい 真似 をす る 必要 はなく 

なった ようです から」 



ただつ たんです。 それ は 知ってい ますね。 同時に ぼく 

のい ちばんに 憎んだ 人 も あなた だつ たんです。 しかし、 

偽 映 鏡と いう やつ はお かしな やつ だ。 世の中の もの を 

なんでも 歪めて 映して いるんだ。 あの 偽 映 鏡め！ そ 

して、 ぼくに とうとう 病人に なること を 教え やが つた 

んだ。 いや！ 病人の 真似 をす る こと を 教え やが つた 

んだ。 あの 偽 映 鏡め！」 

うつむ 

吉本は それだけ を、 叫ぶ ようにして 言って、 俯いて 

しまった。 

r 吉 本さん！ あなた はわた し を 悲しませようと 思つ 

て、 永峯を 殺したん です の？」 



底本 ： 「恐怖 城 他 5 編」 春陽 文庫、 春陽 堂 書店 

1995 (平成 7) 年 8 月^日 初版 発行 

入力 ： 大野 普 

校正 ： 曽我部 真 弓 

1999 年 5 月お 日 公開 

2 00 5年じ月^日修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



